
 

東京都市計画第一種市街地再開発事業の決定（品川区決定） 

都市計画小山三丁目第１地区第一種市街地再開発事業を次のように決定する。             幅員の[  ]内は、施行区域外を含む全幅員を示す。 

名称 小山三丁目第１地区第一種市街地再開発事業 

施行区域面積 約１.４ｈａ 

公
共
施
設
の
配
置
及 

び
規
模 

道路 

種別 名称 規模 備考 

幹線道路 補助線街路第２６号線 別に都市計画に定めるとおり 拡幅 

地区幹線道路 特別区道Ⅰ-２１８号線 幅員４．４ｍ[８ｍ]、延長約１１５ｍ 拡幅  

区画道路 特別区道Ⅰ-１６３号線 
幅員３．４ｍ～７．２ｍ[６．９ｍ～７．２ｍ]、 
延長約１２０ｍ 

既存  

建
築
物
の
整
備 

街区 建築面積 
延べ面積 

（容積対象面積） 
主要用途 

建築物の高さの 
限度 

     備考 

Ａ-１ 
街区 

約６,１００㎡ 
約１１７,０００㎡ 
（約７７,０００㎡） 

住宅、店舗、 
生活支援施設 

ＧＬ＋１４５ｍ 
高さは、建築基準法施行令第２ 
条第１項第６号に定める高さと 
する。 Ａ-２ 

街区 
約２,１００㎡ 

約１０,０００㎡ 
（約７,５００㎡） 

店舗 ＧＬ＋２０ｍ 

建
築
敷
地
の 

整
備 

街区 建築敷地面積 整備計画 

Ａ-１ 
街区 

約８,０８０㎡ 
・武蔵小山駅前広場と一体的に活用できる広場（面積約３５０㎡）、地域の交流や憩いの場となる広場（面積約５００㎡、 

約４８０㎡）を整備し、市街地環境の向上及び防災性の向上を図る。 

・道路境界から壁面を後退させ、歩道状空地（幅員２．０～４．０ｍ）を整備し、歩行者の利便性、安全性の向上を図る。 

・武蔵小山パルム商店街に面する部分については、商店街の連続性の確保に配慮した壁面後退とし、にぎわいの創出を図る。 

・敷地内を貫通する歩行者通路（幅員３ｍ～６ｍ）を地上部及び２階部に整備し、地区内の歩行者の立体的な回遊性の向上 

を図る。 

Ａ-２ 
街区 

約３,２００㎡ 

住宅建設の目標 

戸数 面積 備考 

約８５０戸 約８０,０００㎡ ― 

「施行区域、街区の配置及び公共施設の配置、建築物の高さの限度及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」 

理由：都市計画道路の整備促進を図るとともに、賑わい軸の起点として住み続けたいまちの実現を図ることを目標として、土地の合理的かつ健全な高度利

用と都市機能の更新を図るため、第一種市街地再開発事業を決定する。 
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ただし、都市計画道路の計画線は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1道路網図を使用したものである。(承認番号)３都市基街都第141号、令和３年７月21日　無断複製を禁ずる
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市街地再開発事業施行区域

（区域面積　約 1.4ha）
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壁面の位置の制限について

建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面

又は当該建築物に附属する門若しくは塀の
面は、計画図に示す壁面の位置の制限を越

えて建築してはならない。ただし、歩行者

の回遊性及び利便性を高めるために設ける
アーケード、歩行者デッキ、歩行者通路、

昇降施設等並びにこれらに設置される屋

根、柱、壁その他これらに類するもの、歩
行者の快適性及び安全性を高めるために設

ける庇、その他これらに類するものを除く。
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 東京都市計画第一種市街地再開発事業 

 小山三丁目第１地区第一種市街地再開発事業 〔品川区決定〕

東京都市計画第一種市街地再開発事業

小山三丁目第１地区第一種市街地再開発事業
〔品川区決定〕
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▽GL

６号壁面

10.0m
4.0m

道路境界線
▽

▽１４５m

▽２０m

▽GL

建築物の高さの限度
壁面の位置の制限
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 東京都市計画第一種市街地再開発事業 

 小山三丁目第１地区第一種市街地再開発事業 〔品川区決定〕

東京都市計画第一種市街地再開発事業

小山三丁目第１地区第一種市街地再開発事業
〔品川区決定〕


